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将来教軌 二就くであろう学生の中には､数学で7f成されるZB理的な思考力は.実生活に役立たないと不
用なもの考えている学生もいるようである｡しかし､■理的思考力は.社会の変化へ主休的に対応する原
動力として玉算であり､ものことの本質を帰納的に具し＼rfしたLJ､合理的な仕方を生み出したりして､日
常生活のあらゆる分野で投に立っている｡
また､コンビュ-タの進展著しい今日にあって､計井処理能力の育成は相対的に価値が低くなL)､無用
になったと考えている草生もいるようであるcLかし､計■処理能力の育成を井数 ･数学教育でしなくて
もよくなったと考えるのは早計であろう｡計井技能については確かに価値が低下しているが､計井の仕方
を生み出す力は､従来と同様重要な計事処理能力である.むしろ､新たな計井処理能力として､r計暮の
見積もL)能力｣｢計算の確かめ能力｣の育成が急務になってきている点に注視する必要がある.
そこで､本研究では､学生の ｢数学を学ぶ価値捜Jと ｢牧草を学.Sこ眉度｣との相関を網空し､算数 .数
学教育に携わろうとしている学生の井野向上にjEするための規定研究を行う.
ko yw ords 数字を学ぶ価値観､数学を学ぶ態度.学生の井質向上
1 研究の目的
新しい井数.数字教育では､｢生きる力｣の育成
が叫ばれ､子どもたちが自ら学び､自ら考える教育
への転換を図ろうとしている｡
ところが､井放･牡苧というと､実生活とかけAl
れた役に立たない教科であると考える向きの教師も
いる｡このような教師の指斗では､児童や生徒は暮
鞍･教学のよさや有用性にAlれることは札しく､井
敢r数学ガ九が助長されると言っても過言ではある
まい｡数学の学習の有用性や価値を兄いT='す井貫を
もつ教師ならば､何とか教学的な処理のよさに触れ
させるような指導の工夫をするはずであるoこうし
た指斗が行われれば､社会の変化に主体的に対応で
きるような思考力を育成することができるものと考
えるo
また､計算処理能力も､コンピュータの進展によ
L)､従来の計算技能中心の計井処理能力から､見挿
もり等の新たな計井処理能力の育成へと転換してい
くことが急務の課題となっている｡
学生がt井政.数学教育に携わる教師としてのヰ
質を身につけていなければ､教椋に就いても新しい
算数･数学教育の意国実現は難しいo
そこで､この研究では教収を目指す学生について.
○私学を学ぶ価値枝
○教学を学ぶ態度
○私学を学ぶ価値暇と鼓学を学ぶ態度とは､どの
ような相関にあるのか
等を講壬研究し､井赦 .赦字の教師を目指す学生の
宋f向上を図る資料とする｡
2 研究の方法
(1) 覗主対象
平成9年度小学救学cn件学生 50名
･中学校教具兼成課程 (数字専攻)･ ･2名
･小学校教員暮成課程 - ･ ･34名
･幼稚園教A暮成課程,- 10名
･総合教書官権 .･ 3名
･兼姓学校数A暮成課程- - 1名
(2) 的重方法
･質問紙法
(3) 碑王の視点
ア 致学を学ぶ価値扱
･井牡･赦学を学ぶ有用性
･計算処理能力の有用性
イ 数字の学習への態度
-1†11-
･思考過程を重視する態度
･自ら考える意欲
･多様な考え方を王視する態度
･コミニ ュケーシ]ンを大切にする態度
･誤答を大切にする態度
･ストラテジーを重視する態度
･スキルを重複する態度
3 研究の内容
(1)学生の数学を学習する価値観の実態
7 ii理的な思考力の有用性
数学の学習が､社会にでたときに､ものごとを
論理的に考えて処理する上で役立つと思うかどうか
を的査した｡
結果は､次の通りであっf:.
r数字の学習は､社会にでf=とき論理的な思考力
が役に立つ｣
5 とてもそう思う 6(%)
4 どちらかと言えばそう思う 38
3 どちらともいえない 8
2 どちらかと言えばそうは思わない 38
1 全くそう思わない 10
図1 論理的な考え方の有用性の強さ
｢生きる力とゆとり｣をめざすこれからの学校教
育でも､思考力の育成は基軸をなすものであるB半
数.数学は､思考力を育成するための絶好の教材を
提供していると考える｡
学生は図1の通リ.算数･数学で育成される論理
的な思考力が､社会にでて役に立つと肯定的に受け
止めている草生は44%である｡
反対に､否定的に受け止めている学生は48%で
あった｡
数学を学ぶ価値に対する肯定的な見方と否定的な
見方の割合は､ほぼ半々の割合であった｡E]常の串
象を奴理的にとらえ､筋道を立てて考える能力 (請
理的な思考力)の育成は従来から重視されてきてい
るところである｡しかし､教職を目指す学生には､
算敷･数字で培う論理的思考力が実生活と必ずしも
結びっいておらず､思考力重視の意図が徹底してい
ないことが分かった｡
イ 計算処理能力の有用性
斉敷 ･数学で培う計算処理能力の有用性を､学生
がどの程度意識しているかを調査した｡
結果は次の通りであった｡
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｢計算処理能力は社会に役立っている｣
5 とてもそう思う 18(鶴)
4 どちらかと言えばそう思う 48
3 どちらともいえない 4
2 どちらかと言えばそうは思わない 22
1 全くそう思わない 8
図2 計算処理能力の有用性の強さ
計井処理能力の有用性を肯定的に書抜している学
生は､66%であった｡一方､計井処理能力の有用
性を否定的に意隷している学生は30%であっf=｡
計算処理能力の有用性を意旅している学生の方が
33%も多いということは､買取の主要な指斗内容
に計算指ヰにあるという意誰の学生が多いことを裏
付けていると考える.
(2) Z一理的な思考力と計算処理能力の相関
学生にとって､数字を学ぶ価値として､論理的な
思考の有用性と計策処理能力の有用性は結びついて
いるかどうかを調査してみた｡
表1 論理的思考力と計算処理能力の有用性
計井処理能力の有用性の強さ
5A4(%) 4 3 2a2(%) 1
論哩的有軍用考性力のの強さ 5 0(%) 0(%) 0(%)
4 4 20 2 10 2
3 0C6 4 2 2 02 22 0 D6 4
+強さは数値が大きいほど強い
表は4つのフロックバク-ンに分けて考宵する｡
Aフロックパターンの学生は､論理的思考力と計
井処理能力の有用性の意証がともに強い学生であ
LJ､数学を学ぶ価値を認識している｡こうした意見
の学生は28%と窓外と少なかったG
Bフロックパターンの学生は､姐厚的思考力の有
用性の意誌は強いものの､計卦処理能力の有用性の
意見は低い｡こうした意識の学生は14%であった｡
コンピュータの進展著しい今Elにあって､計井処理
能力は不要であると詑汲しているのであろう｡確か
に､複雑な計井技能はコンピュータに任せてよくな
った.しかし､計算転乗が正しいかどうかを判断す
る能力や詳しい計算をしないで牡を大局的に処理す
る能力が新たに求められていることに気づいていな
い学生ともいえるo
cフロックパターンの学生は.始理的思考力の有
用性の憲法は弱いが､計井処理能力の有用性の意弘
の強い学生である｡こうした学生は34%であった｡
このパターに属する学生は,井敢･敢学は思考力を
育成する教科であるという教科の特性を理解してい
ないといえよう｡
Dフロックパターンの学生は.蛤理的思考力と計
算処理能力の有用性の意緬が共に低い学生である｡
こうした学生は14%であっが､井赦･数字はどん
な力を育成する教科なのかを学んで欲しいものであ
る｡
(3)数学を学ぶ価値観と数字的な態度の相関
7 思考力の有用性と思考過程重視の態度
思考力の有用性と思考過程を重視する態度との相
関を調査したo結果は次の通りである.
表2 思考力の有用性と思考過程重視
思考過程重視の強さ
5 日 3 2B0(%ー 1
追哩帆有思用考性力のの強さ 5 A4(%) 2(%) 0(%) 0(%)
4 30 6 2 0 0
3 8C24 0 0 0D4 02 1
表2のAフロックパターンの学生は､論理的思考
力の有用性の意粒が強く.思考過程を重視する態度
も強い｡この型の学生は42%であった.論理的思
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考力を育成するためには思考過程を重視する必要が
あることを理解している学生といえよう｡
Bフロックパターンは.追理的思考力の有用性
の舌鼓が強いが､思考過程を重視していない学生で
ある｡この型の学生はさすがに皆無であった｡
Cフロックパターンの学生は､論理的思考力の有
用性の意王掛ま弱いものの､思考過程の重視する,5度
は強い学生である.こうした学生は44%と予想外
に多い｡考えることは重要であると考えているもの
の､これにより子どもにどんな学力を付けることに
なるのかを十分理解していない学生である｡思考過
糟を重視することで､姐理的思考力を育成すること
ができることを詑鼓して欲しいものである｡
Dフロックパターンは､論理的思考力の有用性の
舌鼓も弱く､思考過程の王視する態度も低い学生で
ある.わずか4%であるが.今､なぜ ｢思考力｣暮
視なのかを学んで欲しいものである｡
イ 計井処理能力の有用性と思考過程王視の.6度
計井処理能力の有用性と思考過程を重視する態度
との相関を調査したO
橿巽は次の通LJであるO
衰3 計算処理能力の有用性と思考過手写1視
思考過程I視の強さ
5Al4(%) 4 3 2B2(%) ー
計暮処有理用能性力のの#さ 5 2(%) 0(%) 0(%)
4 32 16 0 ○ 0
3 4C16 0 0 0D ○2 4 2 0
表3のAフロックバター ンの早生は､汁事処理能
力の有用性の意紐が強く､思考過程を重視する態度
も強い｡計算処理能力は､単に結果を求める能力で
はない｡計井の仕方を生み出す力も計■処'_+Lj]で
あり.思考過程を大切にする必要がある｡この点を
を理解している学生は64%であった｡
Bブロックパターンの学生は､計井処理能力の有
用性の意弘は強いが､思考過程を慶祝する態度は低
い｡わずか2%であるが､よりよい処理の仕方を見
出すまでの過程を大切にしなければ､確かな計井処
理能力を育成できないと認識すべきであろう.
Cフロックパターンは､計暮処理能力の有用性の
意識は低いが､思考過程を重視する態度は強い学生
であるDこの型の学生が26%もいる｡計算処理能
力を単に結果を求める力と考えていると思われる｡
｢計井の仕方を生み出す力｣｢演井を決定する力｣r計
井の見積もL)をする力｣が.コンピュータの進展に
伴いこれからJE視しなければならない折井処理能力
であることを理解すべきであろう｡
Dフロックパターンは､計暮処理能力の有用性の
意牡も低く､思考過程の重視する態度も低い学生で
あが､わずか4%であっ[=.
(4)数学を学ぶ価値観と自ら考える意欲
ア 思考力の有用性と自ら考える意欲
今.｢生きる力｣の育成が叫ばれ､論理的思考力
の有用性が分かり､自ら考えようとする文官を持っ
た学生の育成が望まれている｡
そこで､論理的な思考力の有用性と自ら考える意
欲の強さとの相関を粥査した｡
表4 論理的思考力の有用性と自ら考える意欲
自ら考える意欲の強さ
5A6(%) 4 3 280(%) 1
Zi哩帆EB 5 0(%) 0(%) 0(%)
4 34 4 0 0 0
有心用考性力のの強さ 3 6C24 2 0 0D2 0
2 12 0 0
表4のAフロックバター ンの学生は､Si理的思考
力の有用性の密漁が強く､自ら考える意欲も強い.
生きる力の育成に応えることのできる焚質を持った
といえる学生であり､44%を占めていたu
Bフロックパターンは､姐理的思考力の有用性の
意識が強くが､自ら考える意欲は低い学生であるが､
こうした学生は皆無であっ[=.
Cフロックパターンの学生は､論理的思考力の有
用性の意位は弱いものの.自ら考える意欲は強い｡
46%と予想外に多いが､自ら考える力の育成が､
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論理的思考力の育成に結びついていくことをしっか
り理解する必要がある｡
Dフロックパターンの学生は.bi理的思考力の有
用性の書抜も弱く､考える意欲も弱い｡わずか2%
であるが､教科の目標を再度学ぶべき学生である｡
イ 計井処理能力の有用性と自ら考える意欲
計算処理能力の有用性と自ら考える意欲の強さと
の相関を調査した｡
結果は次の通りである｡
表5 計算処理能力の有用性と自ら考える意欲
自ら考える意欲の強さ
5Al4(%) 4 3 2B2(%) 1
汁i処有理用能性力のの強さ 5 2(%) 0(%) 0(%)
4 36 12 0 0 0
3 2C20 2 0 0D 02
垂4のAブロックパター ンの学生は､計算処理能
力の有用性の意鼠が強く､自ら考える意欲も強い｡
この型の学生は64%であった｡
この型の学生は､自ら考えて､よりよい計算処理
の仕方を見出すIR箕を備えた学生であると考えられ
る｡
Bフロックパターンの学生は､計算処理能力の有
用性の吉良は強いものの､考える意欲は低いDわず
か2%であるが､計算処理を単なる手続きと考えな
いで､自ら考えて見出すものであるという認識を持
って欲しいものであるD
Cフロックパターンの学生は計算処理能力の有用
性の意技は弱いものの､自ら考える意欲は強いDこ
うした学生は30%であった｡
計算処理能力を単なる計算の結果を求めることだ
と考えている傾向にあると思われるoこうした学生
には､よりよい計井処理の仕方を見出したり､計井
の見摘リや確かめをすることも計算処理能力だと考
え､その重要性を再認托して欲しいものであるd
Dフロックパターンは､計算処理能力の有用性の
意弘も低く､自ら考える意欲も低い学生であるが､
こうした学生は皆無であった｡
(5)数学を学ぶ価値桟と多様な考え方
ア 思考力の有用性と多様な考え方を暮視する
態度
論理的な思考力の有用性と多様な考え方を見出
し､これを正視する態度の強さとの相関を調査した｡
表6 論理的思考力の有用性と多様な考え方
多様な考え方を正視する態度の強さ
5A4(%) 4 3 2a0(%) 十
追哩帆有思用考性力のの強さ 5 2(%) 0(%) 0(%)
4 28 8 2 0 0
3 6C14 2 0 0D6 02 18
表6のAフロックバター ンの学生は､Si理的思考
力の有用性の意鼓が強く､多様な考えを王視する態
度も強い｡この型の学生は42%であっf=｡この型
の学生は.論理的に多様な考えを引き出だし､考え
ることのおもしろさやよさを味わうことのできる望
ましい吏茸を持っている学生であると考えられる｡
日ブロック′くター ンは､i理的思考力の有用性の
蕉鼓が確いが.多様fJ考えを韮視する態度は低い学
生であるoこの型の学生は皆無であった.
Cブロックパター ンの学生は､5i理的思考力の有
用性の意…掛ま低いが､多様な考えを監視する態度は
強い｡この聖の学生は意外と40%と多い｡思考の
自由性のおもしろさや実生活にも論理的な考えが活
用されていることに気づいて欲しいものである｡
Dブロックパター ンの学生は､Ji理的思考力の有
用性の意汝も弱く､多様な考え方を正視する態度も
低いdこの型の学生は8%であっf=.数学の間虎は
一様に解決されるのではなく､多様なアプロー チの
仕方があるというおもしろさを味わわせたいもので
ある｡
イ 計耳処理能力の有用性と多様な考え方を重視す
る態度
計箕処理能力の有用性と多様な考え方を暮視する
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態度の強さとの相関を調査した｡
表7 計井処理能力の有用性と多様な考え方を重
視する態度
多様な考え方を重視する態度の強さ
5A6(%) 4 3 2ら2(%) ー
汁雷処有理用能性力のの強さ 5 0ー(%) 0(%) 0(%)
4 26 22 0 0 0
3 2C14 2 0 0D4 02 2
Aフロックパター ンの学生は､折井処理の有用性
の昔注が強く.多様な考え方を玉枝する態度も強い
学生である｡この型の学生は､計事の仕方について
もLいろいろなアプロー チの仕方があることを正し
く姐旗している学生である｡こうした学生は62%
であった｡
8ブロックJ(ラ-ンの学生は､計井処理鮭力の有
用性の悪投は強いがL多様な考え方を1視する態度
は低い学生である｡この型の学生は2%いた｡計暮
を一様な手抜きの基に処理できるものと考えている
傾向にあるが､多様な考え方を生かして計井処理で
きるよさを学んで欲しいものである｡
Cフロックパター ンの学生は､計井処理能力の有
用性の書抜は弱いが､多様な考え方を玉竣する態度
は強い学生である｡この型の学生は22%であった｡
計井処埋能力を早く計井の結果を求めるととらえて
いる向きがあるが､計井処理する追掛こ教育的意味
があることをしっかり盟韓して欲しいものである｡
Dブロックバター ンは.計井処理能力の有用性の青嵐も弱く.多様な考え方を重視する態度も弱い学
生である｡わずか6%であるが､計井処理を画-的
な手続きで行われる無味乾燥なものと考えている傾
向があると思われる｡こうした学生には､多様な考
えを生かして､よりよい計井処理の仕方を見出す過
程の大切さを理解して欲しいものである｡
(6)数学を学ぶ価値規とコミュニケーションを重
視する態度
ア 思考力の有用性とコミュニケーションを暮
視する態度
今.情報化や国際化の進展に対応する捜点や人間
関係づくりの規点から､コミュニケー ションの能力
の育成が急務の課腰になってきているdこのことか
ら､井赦･数学教育でもコミュニケ-シヨンX視の
取り組みが脚光を浴びてきている.
そこで､論理的な思考力の有用性とコミュニケー
シ]ンを重視する態度の強さとの相関を調査した｡
結果は次の通りである.
表8 論理的思考力の有用性とコミュニケー ショ
ン重視態度との相関
コミュニケーション壬視態度の強さ
f l4(%) 4 3 2 1
論哩帆有思用考性力のの請さ 5 2(%) 0(%ー Bo(%)fO(%,
4 30 8 0 0 0
3 4C26 2 0 0D2 02 1 0
Aフロックバター ンの学生は､論理的思考力の有用
性の意応が強く､コミュニケーションをJi視する態
度も強い学生である｡この型の学生は､44%であ
ったOこの型の学生は,話し合いによってai理的な
思考力を高める演算を持っていると言える｡
Bフロックバク-ンは､論理的思考力の有用性の
怠鼓が強いが､コミュニケーションを正視する態度
は低い学生であるが､これに払当する学生は皆無で
あった｡
Cフロックバターンは､!i理的思考力の有用性の
意軌ま低いが､コミュニケー ションをt視する懸度
は強い学生であるOこの聖の学生は約半数の48%
であった｡なぜ､練り上げを重視する必要があるの
かを追究し､敢学の学習における練り上げは､論理
的な思考力を育成する捷能があることをしっかり認
識して欲しいものである｡
Dフロックパターンは､論理的思考力の有用性の
意鼓も､コミュニケ-シヨンをL視する態度も低い
学生である｡この型の草生はわずか2%であったD
練り上げ活動を､単なる学習活動としてとらえるの
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ではなく､教育的横能をしっかり認識して欲しいも
のである｡
イ 計井処理能力の有用性とコミュニケー ショ
ンを重視する態度
計算処理能力の有用性とコミュニケーションを重
視する態度4)強さとの相関を放重しT=｡
轄黒は次の通りである｡
表9 計算処理能力の有用性とコミュニケーション
韮視感度との相関
コミュニケ-シ∃ン重視態度の強さ
5A6(%) 4 3 2B2(帆) 1
計算処有理用能性力のの強さ 5 [0(%) 0(%) ○(%)0
4 38 10 0 0
3 2C2○ 2 0D 02 0
Aフロックパター ンの学生は､折井処理の有用性
の音速が強く､コミュニケ-シヨンを重視する態度
も強い学生である｡計井の仕方においても､よりよ
い計算処理の仕方をコミュニケーションよって練り
上げることの重要さを辺油している学生である｡こ
うした井野をもっている学生は64%であった.
Bフロックパターンの学生は､計事処理能力の有
用性の意識｣ま強いが､コミュニケーシ]ンを重視す
る態度は低い学生である｡わずか2%と少ないが､
計算処理能力を一定の手続きに基き手際よく処理す
る力と考えている傾向がある｡こうした学生には､
よLJよい計井処理の仕方を生み出す過程が1嬰であ
り､お互いの考えを出し合って練り上げていくコミ
ュニケーションが大切であることを認識して欲しい
ものである｡
また､コミュニケーションによって､手際よい計
井処理の仕方を子どもたち皆が共有することができ
るというよさがあることも盟托してもらいたいもの
であるo
cフロックバターンの学生は､計井処理能力の有
用性の麓誌は弱いが､コミュニケーシ〕ンを重視す
る態度は強い学生であるOこの型の学生は30%で
あっT=｡計井処理能力を､計井の臆黒を求めること
だと考えている傾向があり､計■処理能力とコミュ
ニケーションとが結びついていない学生であろう｡
Dフロックバターンは､計算処理能力の有用性の
意拓もコミュニケーションを重視する態度も低い学
生であるが､これに該当する学生は皆無であった｡
(7)数学を学ぶ価値校と誤答を1視する態度
ア 思考力の有用性と誤答を重視する態度
数字の答えは正しい答えが1つだけであり.誤答
を無用の長物のように考える人もいる｡しかし､誤
答には子どもの論理があり､誤答を切り捨てるのは
望ましくないと考える｡喜呉リの棉拠を見いだし､誤
L)を乗り越えて正しい考えを兄いだす過程で論理的
な思考力を育成できるということも考えられる｡
そこで､学生の論理的思考力の有用性と誤答を壬
視しようとする態度との相関を調査してみた｡
表10 論理的思考力の有用性と誤答を重視
する態度
誤答を重視する態度の強さ
5A2(%) 4 3 2B0(%) 1
読哩帆有思用考性力のの強さ 5 4(%) 0(%) 0(%)
4 24 12 0 2 0
3 6C22 2 0 0D2 02 1 2
Aフロックパターンの学生は､論理的思考力の有
用性の憲法が強く､誤答を重視する態度も強い学生
である｡この型の学生は42%であった｡この型の
学生は.誤答を乗り越えるように思考を進めていけ
ば､自然と論理的な思考力を高d)ることができると
いう教育的価値に気づいている学生であると考えら
れる｡
Bフロックパターンは､ti理的思考力の有用性の
意識は高いが､誤答を重視する態度は低い学生であ
る｡この聖の学生はわずか2%であった｡この型の
学生は､誤答を生かすことで､子どもの地理的な思
考力を高めることができることに気づいて欲しいも
のである｡
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Cフロックパターンの学生は､論理的思考力の有
用性の意三封土低いが､誤答を重視しようとする態度
は強い学生である｡この型の学生は44%と予想外
I=多かっf=｡誤答を取り上げるおもしろさは知って
いるが､誤答を取り上げる教育的価値についての詑
鼓が甘い学生である｡誤答は､子どもの連理的思考
力育成することに結びつくことをしっかり詑話して
欲しいものであるD
Dフロックパターンの学生は､論理的思考力の有
用性の意技が低く.誤答を玉枝する態度も低い学生
である｡この型の学生はわずか2%であった｡生き
る力を育成する筆数･数学教育を目指して､時間的
/I,-'中とりの中で誤答を生かしてZB理的な思考力を育
成することの大切さを理解して欲しいものである.
イ 計井処理能力の有用性と誤答を重視する態
度
計井処理能力を速く計井の結果を出す力だと考え
て､誤答を無視する人がいる｡しかし､誤答を生か
して計井処理の仕方を兄いだす方が､確かな計算処
理能力を培うことができるといえよう｡
そこで.学生の計井処理能力の有用性と誤答を重
視しようとする態度との相関を調査してみた｡
表10 計算処理能力の有用性と誤答を重視
する態度
誤答を重視する態度の薄さ
5AlO(%) 4 3 2日0(%) 1
汁I処有理用能性力のの強さ 5 8(%) 0(%) 0(%)
4 26 16 2 4 0
2 6 0 0
Aフロックバターンの草生は､計井処理能力の有
用性の意技が強く､誤答を重視する態度も強い学生
である｡この型の学生は50%と予想外に多かった
この型の学生は､誤答を生かしてよりよい計井処理
能力に高d)ることができるというLE缶を持っている
学生と考えられる｡
Bフロックバターンは.計井処理能力の有用性の
意iEIま高いが､誤答を重視する態度は低い学生であ
るOこの型の学生はわずか4%であった｡この型の
学生は､計算処理能力を手際よく結果を求めること
だと考えている傾向にあり､もっと計算の過程を重
視して欲しいものである.
Cブロック/号ターンの学生は､計井処理能力の有
用性の意良は低いが､誤答を重視しようとする態度
は強い学生である｡この型の学生は30%であった｡
誤答を重視することと計算の仕方を生み出すことが
有捷的に結びついていない学生である｡誤答を生か
すことで､確かな計算処理能力が身に付くことをと
らえなおして欲しいものであるc
Dブロックバター ンは.計算処理能力の有用性の
意鼓が低く､誤答を里視する態度も低い学生である
が､この型の学生は皆無であった｡
(7) 数学を学ぶ価値規と回や表にかくストラテ
ジー を重視する態度
ア 思考力の有用性と図や表にかくストラテジ
ーを重視する態度
頭の中だけで追理を進めるのは困難であり､園や
表にかいT=方が.論理的に思考を進めやすいo
そこで､論理的な思考力の有用性と国や表にかく
ストラテジーを重視する態度との相関を調査した｡
結果は次の通りであった｡
垂11 思考力の有用性と図や表にかくストラテジ
ーを重視する態度
図表にかいて考える懸崖の強さ
5A6(%) 4 3 280(%) 1
追哩狗有田 5 0(%) 0(%) 0(%)
4 34 4 0 0 0
′1ヽ用キ性力ののAさ 3 8C34 0 0 0D0 0
2 4 0 0
Aフロックパターンの学生は､論理的思考力の有
用性の意猿が薄く､国表にかいて考えようとする態
度も強い学生である｡この型の学生は44%であっ
たOこの型の学生は､思考を進めていく上で､体隼
や視覚に訴えて思考を進めていくことの効用性を認
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汝している｡匡卜表を活用して思考を進めようとする
態度は.操作的活動を重視した算数･数学の授業を
構成する上で重要なことであるo
Bブロックパターンは､論理的思考力の有用性の
意軌ま強いが､図表にかいて考えようとする態度は
低い学生である｡これに該当する学生は､皆無であ
った｡
Cブロックパターンの学生は､輸理的思考力の有
用性の意軌ま低いが.図表にかいて考えようとする
態度は強い｡この型の学生は48%であったDこう
した学生には.図表を活用して論理的に思考をする
ことは､旅行の計画など実生活でよく活用されるこ
とに気づかせたいものであるo
Dフロックバターンは､論理的思考力の有用性の
意拓も低く､図表にかいて考えようとする態度も低
い学生である｡これに該当する学生も､皆無であっ
たO
イ 計算処理能力の有用性と園や表にかくスト
ラテジーを重視する態度
演井を決定したり､計算の仕方を見出すときなど､
図や表にかいて考えると､考えやすいものである｡
そこで.計井処理虻力の有用性と図や表にかくス
トラテジー を壬禎する態度との相関を細萱した｡
表12 計井処理能力の有用性と園や表にかくスト
ラテジー を重視する態度I国表にかいて考る態度の強さ
5Al8(%) 4 3 2ら0(%) 1
汁I処 5 0(%) 0(%) 0(%)4 40 8 0 0 0
有理用野性力のの強さ 3 4C20 0 0 0D 0
2 2 0 0
Aフロックパターンの学生は､計井処理能力の有
用性の意識が強く､図#にかいて考えようとする態
度も強い学生であるbこの型の学生は66%であっ
た｡
この型の学生は､演井決定をする場合や計算の仕
方を考える場合などで､図にかいて考えるなどの資
賢を身につけている草生と考えられる｡66%もこ
うした学生がいるということは,書ばしいことであ
る｡
Bフロックパター ンは､計暮処理能力の有用性の
意瓢ま強いが､図表にかいて考えようとする態度は
低い学生である｡これに該当する学生は.皆無であ
った｡
Cブロックパタ-ンの学生は､計井処理能力の有
用性の定吉射ま低いが､歯頚にかいて考えようとする
態度は薄いOこの型の学生は30%であった｡こう
した学生は､計某技能中心の計井処理能力悦に立っ
ているものと考えられる｡よりよい計井処理の仕方
を生み出す力も計算処理能力だと考え､取にかいて
考えることがこのことに役立っていると控Z3して欲
しいものである｡
Dフロックパターンは､計耳処理能力の有用性の
意牡も低く､図表にかいて考えようとする感度も低
い学生である｡これに払当する学生も皆*であっf=｡
(8)数学を学ぶ価値観とスキルを玉視する態度
ア 思考力の有用性と学習を正視する態度
スキル学習といえば.計井技能の定*や解法のテ
クニックという意漣が強く､地理的な思考力とは無
権であると考える人もいる｡
しかし､考えることをどこまで教えることができ
るのかという提言に対して､佐伯 肘氏は 『考え
ることの教育』の中で ｢思考の技能説｣があるとい
う興味ある説を紹介している｡思考を技能と考えて､
考えることを教えることができるというのである｡
そこで､算数･数字で思考力を育成することとス
キルの関連を学生はどのように考えているのかを調
査した｡結果は次の通りであった｡
表12 思考力の有用性とスキルを重視する感度
スキルを玉視する態度
5A4(%) 4 3 2ら0(%) 11
始哩帆有思用考性力のの強さ 5 2(%) 0(%) 0(%)
4 20 14 0 2 0
3 4C12 2 0 2D2 02 24 2
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Aフロックパター ンの学生は.論理的思考力の有
用性の意弘が強く､スキル重視の態度も強い学生で
ある｡この型の学生は40%であった｡こうした学
生は､うまい解法の手順や思考のステップを指尊す
ることで､論理的な思考力が育成できると考えてい
る学生であろう｡
BフロックJくター ンは､騒理的思考力の有用性の
憲技は強いが､スキル重視の態度は低い学生である｡
これに該当する学生はわずか2%であった｡この型
の学生は捷蟻に少ないが､スキルによって思考力は
培われないと考えている学生といえよう｡
Cフロックパター ンの学生は､島理的思考力の有
用性の昔軌ま低いが､スキル正視の態度は強い｡こ
の型の学生は44%と予想外に多い｡計井技能中心
のスキル根を持つ学生と思われる｡
Dフロックパター ンは､姓理的思考力の有用性の
意汝も低く,スキル重視の態度も低い学生である｡
これに抜当する早生はわずか4%であった｡井敢･
散学では何を指導すればよいのか､戸惑っている学
生とも考えられる｡
イ 計井処理能力の有用性とスキルを主税する
態度
コンビュ-タや電卓の著しい普及にともない､計
算処理能力として r計井の見稚もり｣等の新たな力
が付加され､他方では､これまで玉視してきT=計井
技能は相対的に価値が低下してきているという現実
がある｡
そこで､計井処理能力の有用性とスキル壬視の態
度との相関を蛸壷した｡
結果は次の通りであった｡
表13 計羊処理能力の有用性とスキルを暮故する
態度
スキルを重視する態度
5AI0(%) 4 3 280(%) 1計 5 8(%) 0(%) 0(%)
井処有理用能性力のの強さ 4 22 22 0 4 03 2C1 - 2 0D2 02 8 0
Aブロックバターンの学生は､計暮処理能力の有
用性の意資が強く､スキル重視の態度も強い学生で
ある｡この型の学生は62%と予想通り多い｡コン
ピュー タや屯卓の普及しf=今日にあっても､一低限
必要な基本的な計羊技能の習得は大切であると考え
ている学生であろう｡
Bフロックパターンは.計耳処理能力の有用性の
窓掛ま強いが､スキル重視の態度は低い学生である｡
t卓等により計井技能の習熟Jf減が叫ばれている今
日､この型の学生が多いと予想したが､これに抜当
する学生はわずか4%と少ないのは意外であったで
あった｡
Cブロックバタ-ンの学生は,計井処理能力の有
用性の意鼓は低いが､スキル重視の態度は強い｡こ
の型の学生は24%であった｡何のためにスキルを
重視しようとするのか意図不明な学生であり､電卓
等の音及によって計井指導がどう変わらなければな
らないかを見定めて欲しいものである｡
Dフロックバターンは.計井処理能力の有用性の
壬故も低く､スキル重視の態度も低い学生である｡､
コンピュータやt卓の普及により､計井処理能力の
育成は不要であると考えている学生である｡これに
払当する学生はわずか4%と少ないのも意外であっ
た｡なお､この型の学生には.コンピュー タやt卓
の進展により､どんな計井処理能力が新たに必要に
なってき1=かを再確認してもらいたいものである｡
4 結言吾
社会の変化の香しい今日にあって､変化に主体的
に対応する能力の育成が急務となり､｢生きる力｣
の育成を主軸とした新しい算赦.数学の教育の方向
性が示された｡
新しい教育粗への転換期の流れの中にあって､果
たして学生は.こうした流れに対応できるような資
質を身につけているかどうかを r数字を学ぶ価値｣
とr数学を学ぶ態度｣の相関から調査しf=｡
その鯖果､
①敢学で育成される論理的思考力が実生活に有用
であると肯定的に意鞍している学生は44%で
否定的な意識の学生より少ない実態であった｡
②コンピュータの進展により計算処理能力につい
ての価値旭の低下が危供されるところであるが､
計井処理能力が実生活に投に立つと*鞍してい
る学生は66%を占め､相変わらず計事処理能
力の有用性に関する意識が高いことが分かった｡
③論理的思考力や計算処理能力の有用性を意淀し
ている学生は､思考過程を重視する態度の強い
学生が多いことが分かった｡前者の割合は42
%で､後者は64%であった｡
㊥姐理的思考力や計算処理能力の有用性を意払し
ている学生は,自ら考える意欲が強いことが分か
った｡前者が44%で､後者は64%であった｡
⑤論理的思考力や計算処理能力の有用性を憲法し
ている学生は､多様な考え方を正視する態度が
高いことが分かった.前者は42%で､後者は
62%であった｡
⑥Zl理的思考力や計井処理能力の有用性を書抜し
ている学生は､誤答をI視する懸崖が高いこと
が分かった｡前者は44%で､後者は64%で
あっT=o
⑦放理的思考力や計算処理能力の有用性を忠弘し
ている学生は､コミュニケーションを重視する
態度が高いことが分かった｡前者は42%で､後
者は50%であった｡
⑧論理的思考力や計算処理能力の有用性を意識し
ている学生は､スキルを重視する態度が高いこ
とが分かった｡前者は40%で､後者は62%
であった｡
また､t卓等の普及著しい今日にあって､計
井技能中心のスキル重視の学生が90%であっ
たのには兼かされた｡どの程度の転鹿で計井技
能の習熟を回ればよいと考えているのかを聞い
てみたいものである｡
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